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1973 年、航海訓練所

の三等航海士に引率

されて着いたのは浦

賀ドックでした。初代

の帆船日本丸は渠底

に据えられていて、想

像よりも細身に見え

ました。これから半年

間、本物の外洋を航海

する大型帆船に乗船し、実習生として訓練を受ける

ことに武者震いを覚えていたのは、私だけではなか

ったと思います。

全船協のホームページに掲載されている通り私

たちの前身は「全国商船学校十一会」と称します。

略して「十一会
じゅういちかい

」です。その学校とは、函館、富山、

鳥羽、児島（岡山県）、島根、粟島（香川県）、弓削、

広島、大島、佐賀、鹿児島です。

昭和初期まで各学校の校内練習船はせいぜい

200 トンから 1,000 トン未満の木造帆船でありま

した。いずれの学校でも遭難事故が相次ぎ、そんな

中 1927 年（昭和 2 年）3 月 9 日鹿児島商船学校の

練習帆船霧島丸が伊豆下田港に寄港後、マーシャル

諸島へ向かう途中、千葉県犬吠埼沖で荒天のため遭

難し教職員 23 名、実習生 30 名、合計 53 名の行方

不明者を出し社会問題となりました。そこでこのま

まではいかんと立ち上がったのが私たちの先輩方

です。

さっそく国へ、外洋を走ることができる大型練習

帆船建造のための陳情活動を展開します。そして昭

和 5 年、ついに初代となる帆船日本丸ならびに海

王丸が誕生するに至りました。これを契機に

「十一会
じゅういちかい

」として正式に法人化されたのでした。

それから 95 年の歳月は流れ 2026 年 3 月 11 日、

新しい広島丸の起工式が同じ浦賀の地で建造され

るという偶然は何とも嬉しいことではありません

か。真っ青な春の空が広島丸の起工式のために待ち

構えていたかのように澄み渡っています。ありがた

いことに、京急線追浜
おっぱま

駅からドックまでシャトルバ

スが準備されていました。

思い返せば 3 年前となる 2023 年 3 月、まず大島

丸が新しくなりました。電気推進です。リチウムイ

オンバッテリーを搭載して、エンジンとバッテリー

を組み合わせたハイブリッドモーターでプロペラ

を回します。非常に静かです。また、船内の照明は

フルカラーの LED が使われています。

次いで 2024 年 3 月弓削丸が誕生しました。可変

ピッチプロペラを持ち、ブリッジの両舷外回りには

電光掲示板が設置されています。機関部は防振対策

も施されています。

そして昨年 2025 年 3 月鳥羽丸の竣工です。自律

航行システムが搭載されています。災害時には船舶

型携帯電話基地局となります。船首は V 型ステム

を採用。減揺タンク装置を取り付けたことにより、

横揺れを 40％抑制できます。

そして今年 2026 年 3 月 20 日、第４船目となる

富山の若潮丸が竣工引渡式を迎えます。皆さんがこ

の会報をご覧になっている頃は既に学生諸君や地

元の皆さんを乗せて実習航海や体験航海をしてい

ることでしょう。詳しいスペックは会報記事に譲ら

せて頂きます。

広島丸まで無事誕生の筋道を築いて頂いたのは

私の前任者、酒迎会長のご尽力の賜物です。謹んで

感謝申し上げます。

新しい広島丸の胎動が始まりました。どんな個性

を持つ練習船になるのでしょうか楽しみです。皆さ

んと一緒に誕生するその日を待ちましょう。

ご安全に！
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１．はじめに

富山高等専門学校練習船「若潮丸」は、三菱重工

業株式会社下関造船所にて完工し、富山新港の専用

岸壁に回航され、2024年 3月13日に引き渡しを受

けました。当日は寒さの厳しい日でしたが、清祓い

の儀式の最中に突然の霰が降り、まるで神様が降臨

されたかのような厳かな雰囲気に包まれました。

その後、3月20日には福田文部科学大臣政務官に

もご臨席を賜り、竣工記念式典、内覧会、祝賀会が

執り行われました。本船は、令和7年3月6日に起

工し、同年10月23日の進水、艤装工事を経てこの

たび無事竣工の運びとなりました。

大島商船高専の「大島丸」を皮切りに、商船系高

専の練習船はシリーズ船として順次建造され、弓削

丸、鳥羽丸に続く第 4 船が本校の「若潮丸」です。

本船の概要については前号（新年号）に掲載しまし

たので、今回は若潮丸が担う各種活動を中心に紹介

いたします。

２．次世代の海洋人材の育成事業の強化

若潮丸は、次世代の海洋人材育成に向け、大きく

貢献することが期待されています。

商船系5高専では、全船協を含む関係団体と連携

し、平成 18 年度より質の高い海事人材育成のため

教育システムの再構築を進め、「海事技術者のキャ

リア育成プログラム」の一環として取り組んできま

した。その後、いくつかの変遷を経て、現在は文部

科学省「国立高専における次世代の海洋人材育成事

業」の一環として「海事・海洋分野の人材育成事業」

を推進しています。

急速に変化する海事分野において、本校では関連

団体との連携を通じ、実践的で最先端の知識・技術

を学べる環境づくりを進めています。さらに本事業

の新たな取組として、

①データサイエンスの素養を備えた船員の育成

②グリーンイノベーションに対応できる船員の

育成を掲げ、海運DX人材・海運GX人材の育成を目

指しています。

若潮丸では、最新の計測システムやシミュレーシ

ョン環境を整備し、これらの人材育成に最適な実海

域教育・訓練が可能となっています。また、富山高

専は数学・データサイエンス・AI教育に力を入れ、

文部科学省のリテラシー・応用基礎レベル認定も取

得しており、船上で収集される各種データを活用し

た実践教育を通じ、海事分野で活躍する DX 人材育

成を推進しています。

写真1 試運転中の若潮丸

図1．次世代の海洋人材の育成に関する事業の変遷と関係機関＊

＊https://www.nc-toyama.ac.jp/project/met-ng/about/

富山高等専門学校練習船「若潮丸」の航海

富山高等専門学校 校 長  國 枝  佳 明
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３．災害支援機能

近年、国内では地震・豪雨・台風など多様な自然

災害が頻発しており、海上輸送力を活用した広域支

援の重要性が一段と高まっています。若潮丸には、

こうした社会的要請に応えるための災害支援機能

が計画段階から組み込まれており、単なる教育訓練

船にとどまらず「海上の支援拠点」としての役割を

果たせるよう設計されています。

本船には給電・給水設備のほか、大容量蓄電池や

可搬式発電機を搭載しており、停電した沿岸地域に

対して電力や生活用水を供給することができます。

また、シャワーや休憩スペースなど、避難者にとっ

て身近で安心感のある環境を一時的に提供するこ

とも可能です。

さらに、船内に通信拠点機能を備えることが可能

であることも特筆すべき特徴です。災害時には陸上

の通信インフラが被害を受ける可能性が高く、情報

の途絶は現場の混乱を増幅させます。若潮丸では大

手通信キャリアとの連携協定も締結されており、緊

急時には海上から通信網を補完する役割を担いま

す。

先代若潮丸は能登半島地震の際に飲料水を七尾

港へ届ける支援を行いました。この経験は新しい若

潮丸にも受け継がれており、商船系5高専は「練習

船の災害時対応に関する申し合わせ」や「災害支援

マニュアル」を策定し、定期的な訓練を通じて即応

性を高めることとしています。若潮丸は、平時の教

育訓練だけでなく、地域社会を災害から守る重要な

インフラとしても活躍できる船舶です。

４．海洋観測・調査研究機能

若潮丸の大きな特徴の一つは、富山湾という世界

的にも稀有な環境を活かした海洋観測・調査研究が

行える点です。富山湾は最大水深1,000mを超え、海

岸から急激に深くなる独特の地形を持つ「外洋性深

海湾」として知られています。深海から湧き上がる

冷たい水塊や複雑な流れ、豊かな生態系など、研究

対象として非常に多くの魅力を備えています。

こうした海域において、若潮丸はAフレームクレ

ーンを用いた深海観測機器の揚降作業や、ROV （無人

探査機）を利用した海底観察、CTD観測による水温・

塩分・密度の測定、水質分析、海底地形の精密測量

など、多面的な調査が可能です。これらの観測活動

は富山湾の海洋環境の理解を深めるだけでなく、気

候変動や海洋汚染、深海生物の生態といった非常に

興味深い課題の研究にもつながります。

学生にとっては、机上の知識だけでは得られない

「実海域での科学的探究」を体験できるまたとない

機会です。観測機器の扱い方、データの収集と解析、

研究成果の整理など、一連の科学的プロセスを実際

の海を舞台に学ぶことができ、将来の技術者・研究

者としての基礎が培われます。さらに地域の研究機

関や大学、行政とも連携し、富山湾の環境保全や地

域資源の活用に役立つ共同研究の展開も期待され

ています。

５．地域への貢献と海事普及

若潮丸は、地域社会への貢献活動においてもその

力を発揮します。練習船に乗船し、船員の仕事や海

洋観測を体験できる機会は、子どもたちにとって大

きな刺激となります。体験航海、船内見学会、海洋

観測体験などを通じて、海への理解と関心を深め、

「海が身近な地域」である富山の特色を次世代につ

なげていく役割も果たします。

また、地域の学校との連携授業や、夏休みに合わ

せた一般向け体験イベント、海の日関連行事など、

多彩なプログラムの展開が計画されています。船橋

での操船体験、機関室の見学、救命胴衣の着用訓練、

富山湾の地形や生態系を学ぶ講座など、体験型の海

洋教育は参加者に深い印象を与え、将来の進路選択

に影響を与える場合も少なくありません。

このほか、港湾施設の啓発イベントや自治体との

協力事業、海に関する文化・歴史の発信など、若潮

丸は「海の学び」を地域と共有する媒体として活用

写真2 能登半島地震で七尾港に飲料水を

陸揚げする様子（先代の若潮丸）
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されます。海運や海洋研究の重要性を広く理解して

もらうことは、社会全体の海事リテラシー向上に寄

与し、ひいては地域の発展にもつながります。

６．おわりに

若潮丸の建造においては、造船所はもちろん、多

くの関係機関、地域の方々、そして全船協・同窓会

の皆様より力強いご支援を賜りました。心より感謝

申し上げます。新たな若潮丸は、単なる後継船では

なく、これからの海洋教育・研究・地域貢献を担う

“未来への投資”そのものです。

若潮丸の航海は、まだ始まったばかりです。本船

での実習を通じて、学生たちは実技能力にとどまら

ず、海洋環境を理解し、災害時に地域の力となれる

柔軟性と判断力を身につけていきます。

富山高専が推進するデータサイエンス・AI教育と

若潮丸での実践教育が結びつくことで、海運DX ・GX

を先導する新しい世代の海洋人材が育成されるこ

とは間違いありません。

また、若潮丸は富山湾という独自の海域を舞台に、

研究・教育・地域貢献をつなぐ拠点として活躍し、

富山高専の特色を全国・世界へ発信していく存在と

なるでしょう。

これからも、若い世代が海を学び、海を知り、海

を通じて社会に貢献できるよう、教職員一同、若潮

丸とともに歩んでまいります。

写真3 試運中の転若潮丸（上空から）
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〇船員は、「五感」で船を守っている？

船員の不足が昨今挙げられる中で、現在、海運会
社に足を運びヒアリングと課題の明確化を行って
おります。そこで感じたのは、船員は五感に頼る
部分が多いという現状でした。図１は、日本船舶
機関士協会の故障情報データベースの一部をグラ
フ化したものになります。機関室の補機類につい
ては、約半数が五感により発見されております。
五感の中には、音、振動、匂い、漏れなどがあ
り、経験に基づいて発見される内容が多くを占め
ております。現場でよく聞くのは、「なんかいつも
と違う」という感覚から異常に気付くケースで
す。このような感覚は数値には表れにくく、現場
にいる人間だからこそ気付ける重要な情報である
と感じています。

図１ トラブル発見方法の内訳

〇船員不足と“ベテラン依存”の現実

一方で、これらの五感による発見は、ベテラン船
員の豊富な経験を基に成り立っていると考えま
す。実際に行く先々で船員不足に悩まれている企
業が多く、「人は欲しいが、すぐに戦力になるわ

けではない」という声をよく耳にします。船は経

験がものを言う世界であり、単純に若手を増やせ
ば解決する問題ではありません。また、この技術
の継承も簡単ではなく、若手船員は乗船を繰り返
しながら、時間をかけて身に着けていく必要があ
ります。そのため、どうしても最終的な判断はベ
テラン船員に頼らざるを得ない場面が多くなって

いるのが現状です。

図 2 中間軸開放点検の様子

目で見て触って確認する作業の中で得られる「違
和感」は、数値には表れない重要な情報となりま

す。

〇マニュアルやアラームでは埋まらない部分

一方で、船の運航は決して属人的なものだけで成
り立っているわけではなく、マニュアル化や各種
アラーム、監視装置などにより、効率化や安全性
の向上が図られています。しかし、実際の現場で
は「アラームにはならない変化」が数多く存在し
ます。例えば、温度や圧力のわずかな変化、機器
の微妙な挙動など、数値としては異常と判断され
ない範囲でも、違和感として現れるケースがあり

“船員の労務軽減の可能性を探る”

合同会社 海と緑の技術研究舎 平賀 和徳
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ます。こうした変化に対しては原因の特定が難し
く、結果として「様子を見る」という判断になる
ことも多いと伺いました。そして、そのまま夜間
にアラームとして顕在化し、対応に追われるとい
ったケースも少なくありません。このように、
「船を止めないためのアラーム」と「現場の負担
を減らす仕組み」は、必ずしも一致していないの

ではないかと感じています。

〇トラブルは“経験でしか学べない”のか

さらに現場の話を伺う中で印象的だったのは、ト
ラブルに関する知識の多くが「実際に経験して初
めて身に付く」という点でした。対応方法や判断
のポイント、さらにはメーカーへの連絡先や過去
の事例など、教科書的に整理されたものは少な
く、現場での経験の積み重ねに依存している部分
が大きいと感じています。また、メーカー側が持
つデータや知見が十分に現場に共有されていない
ケースもあり、本来活用できる情報が活かされて

いないのではないかという印象も受けました。

〇「五感のソフト化」という発想

こうした状況を踏まえたときに、船員の五感によ
って行われている異常の検知を、何らかの形で再
現できないかと考えています。例えば、音や振動
の変化、通常とは異なる挙動をデータとして捉

え、「いつもと違う状態」を検知する仕組みです。
また、ベテラン船員の判断や対応の考え方を蓄積
し、若手でも参考にできる形にすることができれ
ば、技術継承の一助になるのではないかと感じて
います。もちろん、こうした仕組みは簡単に実現
できるものではなく、各船会社が持つ膨大な作業
レポートやデータの整理・活用が前提になると考
えられます。現時点では仮説の段階ではあります
が、こうした「五感のソフト化」という考え方
は、今後の一つの方向性になり得るのではないか

と感じています。

〇おわりに

船舶の運航は、依然として人の力に大きく支えら
れています。その中で、現場の負担をどう減ら
し、技術をどう継承していくかは、今後ますます
重要になると感じています。今回のヒアリングを
通じて見えてきた課題を踏まえ、今後も現場に寄
り添いながら、少しでも役に立つ仕組みを考えて

いきたいと思います。

合同会社 海と緑の技術研究舎 平賀 和徳
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〇志峰祭

令和7年11月の2日間、本郷キャンパスにおい

て第17回高専祭「志峰祭」を開催しました。「復

活（Revival）」をテーマに掲げ、これまでの歩み

を大切にしながら、新たな挑戦へと踏み出す学生

たちの思いが込められた行事となりました。当日

は、各学科学年・学生団体による学修成果の展示

や体験型企画を中心に、来場者が本校の教育・研

究活動を身近に感じられる多彩なプログラムを実

施しました。各学科の展示では、日頃の授業や実

験・実習で培った知識や技術を、学生自らの言葉

で紹介する姿が見られました。また、体育館を中

心としたステージ企画では、吹奏楽部やピアノ部

による演奏、ダンス部やバンドによるライブパフ

ォーマンス、学生参加型の企画などが行われ、会

場は終始活気に包まれました。さらに、本校の教

育内容や産学連携・地域貢献の取り組みについて

の展示では、来場された中学生やその保護者、地

域・企業関係者の皆様に、高専教育の特色や可能

性を知っていただく機会となりました。2日間を通

してのべ1500人のご来場をいただき、学生にとっ

ては自身の学びを発信する貴重な実践の場となり

ました。本高専祭の開催にあたり、ご支援、ご協

力を賜りました関係各位に心より御礼申し上げま

す。

なお、2026年の5月23日・24日には、第18回

高専祭「北斗祭」が射水キャンパスにて開催され

ます。実行委員長の商船学科3年の冨水琉花さんを

中心に、再煌 ～Reignition～ (「さいこう」と呼

称する)をテーマに掲げ、趣向を凝らしたイベン

ト、ステージ企画、クラス展示、クラブや同好

会、保護者による展示や模擬店をはじめ、全ての

人の心に残る最高の北斗祭になるように準備を進

めています。ぜひお立ち寄りください。

富山高等専門学校
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志峰祭の様子

○令和8年度射水キャンパス学生会長が選出されま

した

12月17日に、令和8年度富山高等専門学校学生

会射水キャンパス学生会長選挙が実施されまし

た。今年度は1名が立候補し、選挙に先立って立会

演説会が行われました。信任投票の結果，国際ビ

ジネス学科3年の島 杏彩学生が令和8年度の射水

キャンパス学生会長に決定しました。

○本校学生・留学生で英語でのボードゲーム交流

会を実施しました

令和7年12月22日に、射水キャンパスにて英語

でのボードゲーム交流会を実施しました。射水・

本郷の両キャンパスの留学生と日本人学生が参加

し、すべての学生が英語でコミュニケーションを

とりました。今回が初めて両キャンパスの学生・

留学生を交えての交流会となりました。

モノポリーを楽しむ様子

○バレーボール部（男子）が北信越高等学校新人

大会への出場権を獲得しました

本校バレーボール部（男子）が、令和 8 年 1 月

17・18・24日に開催された令和7年度富山県高等学

校新人大会バレーボール競技においてベスト4進出

（3 年ぶり）という好成績を残し、長野県長野市で

開催された第 26 回北信越高等学校新人バレーボー

ル大会に出場しました。

ベスト4進出決定！

○交通安全講習会を開催しました

2 月 4 日に、4 年次から自動車通学が可能となる

現3年生ならびに、専攻科へ進学する現5年生全員

を対象として交通安全講習会を実施しました。近

隣の警察所から講師をお招きして、令和8年4月か

ら自転車にも適用されることになった交通反則通

告制度（いわゆる「青切符」）についての解説や、

キャンパスのある射水市管内での死亡事故の傾向、

事故を起こしたら自身にどんな影響があるか等に

ついて、詳しくお話を頂きました。
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○リーダー研修会を行いました

2月 6日に、射水･本郷両キャンパスの 2026 年度

学生会執行部に予定されている学生が一堂に会し、

合同リーダー研修会が行われました。研修会では、

2026年度の学生会行事計画、学生会の運営方針など

が話し合われるとともに、キャンパス間での情報

交換などが行われました。

○和海寮離寮式を開催しました

2月27日（金）に、本校射水キャンパス寮食堂に

て、令和7年度和海寮（射水キャンパス学生寮）離

寮式を開催しました。当日は、5年生・4年生・3年

生のほか、寮担当教員および商船学科5年生の担任

が参加し、5 年生の和海寮からの門出を祝いました。

式では、離寮する5年生の氏名が一人ずつ読み上げ

られた後、寮担当教員および4年生代表から、感謝

や応援の言葉が贈られました。最後に、5 年生代表

から、寮生活での思い出や今後の決意が述べられ

た後、参加者全員で記念写真を撮影しました。5 年

生は同日、入学以来生活を共にしてきた友人たち

とともに、和海寮を巣立っていきました。

5年生代表からの挨拶

参加者の記念写真

〇学生の表彰・受賞について

課外活動等での活躍による今年度の表彰受賞学

生は以下の通りです。

■スポーツ賞

・全国高等専門学校体育大会水泳競技優勝

電子情報工学科３年 白石 紗菜

・全国高等専門学校体育大会水泳競技優勝

商船学科２年    杉浦 勇人

■文化賞

・第 19 回全国高等専門学校英語プレゼンテーショ

ンコンテスト

チーム部門優勝

国際ビジネス学科４年 フォルカーソン琉玖

国際ビジネス学科４年 ラパ ニキータ

シングル部門COCET特別賞

国際ビジネス学科４年 堺 紗子

■高体連・高文連関連表彰

・令和７年度富山県高等学校体育連盟 一般表彰

電子情報工学科３年 濱多佑杜、町田陵太朗

・令和７年度富山県高等学校文化連盟 特別賞

メカトロ技術研究部

                     

（学生主事補 商船学科 福留研一）
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○秋季オープンキャンパス

射水キャンパスでは令和7年11月に秋季オープ

ンキャンパスを開催しました。商船学科では、「船

員（航海士・機関士）の仕事を体験しよう」をテー

マに、航海コースと機関コースに分かれたプログ

ラムを展開しました。航海コースでは、海図を用い

た航海計画作成の模擬授業を行い、安全運航に必

要な判断力や計画立案の考え方を体験的に学びま

した。機関コースでは、舶用ディーゼルエンジンの

操作体験や内燃機関に関する模擬授業、燃焼実験

の演示を通じて、船舶推進を支える機関士の役割

と技術を紹介しました。

在校生による説明や補助も交え、参加者が船員

という職業を具体的にイメージできる内容となり、

商船学科の実践的な海事教育の一端を広く発信す

る機会となりました。

航海コース講座

○学童保育施設での出前授業

令和 7年 10月、富山県中新川郡舟橋村の学童保

育施設にて、小学校 1～4年生を対象とした出前授

業を実施しました。

授業の冒頭では、商船学科の教員が「様々な輸送

船のクイズ」や「船員の仕事・生活」に関する内容

について説明を行いました。

続いて、商船学科の学生が運営する体験ブース

にて、ロープワーク、船の造形と浮力の実験、配管

モデルを用いた工具使用体験の 3 つの活動に取り

組みました。これらの活動を通じて、船員の仕事に

関連する技術や作業の一部に触れていただきまし

た。

参加児童からは、「ロープで色々な結び方ができ

るようになって嬉しかった」、「自分の作った船が

最初は沈んだけれど、形を変えたら水に浮いてよ

かった」「ボルトがきっちり締まっていないと、

すき間からシャボン玉がブクブク出てくるのが

面白かった」といった感想が寄せられました。

ロープワーク指導

工具使用体験

○児童クラブを対象とした出前授業

令和 7年 11月、本校近隣にある親子クラブの自

動を対象とする出前授業「ペーパークラフトでエ

ンジンの仕組みを学ぼう」を実施しました。

商船学科の教員が講師を務め、「海運と船員の役

割」や「エンジンの仕組み」に関する授業が行われ

た後、ペーパークラフトエンジンの製作や実際の

舶用エンジンの操作体験が行われました。

参加した児童や保護者からは、「エンジンを作る

のが難しかったけれど、完成できて良かったで

す。」、「授業、発火実験、工作、実機の体験と、幅

広い内容がうまくリンクしていて、とても楽しか

ったです。」などといった感想が寄せられました。

ペーパークラフトエンジンの制作
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○キャリアセミナ―

令和 7年 12月 4日（木）、商船学科 1～3年生を

対象に「海事キャリア教育セミナー」を開催しまし

た。

本セミナーは、学生たちが将来のキャリアにつ

いて考える機会を提供することを目的に、「次世代

の海洋人材の育成に関する事業」（海事・海洋分野

の人材育成）の一環として、5つの商船系高等専門

学校で、連携協力機関から現役の船員等を講師に

お迎えして毎年実施しているものです。

本校では、一般社団法人日本船主協会から海事

人材部課長（船長）の木村友紀氏を講師に迎え「日

本の海運と外航船員」をテーマに講演いただきま

した。

講演では、日本の海運の概要や海技者（外航船員）

の魅力、船内の生活環境等について、多くの写真を

交えながらわかりやすくご紹介いただきました。

さらに、船の種類により仕事の内容が異なるため、

将来就職する会社がどのような船を運行している

のかを理解しておくことが重要であるとのアドバ

イスもいただきました。質疑応答では待遇に関す

る質問に盛り上がる場面もあり、大変有意義なセ

ミナーとなりました。

講演の様子

○商船学科席上課程修了式

令和 7年 2月 26日、商船学科 5年生卒業研究発

表会を開催し、これまでの学習成果をもとに 1 年

間取り組んだ卒業研究の成果発表を行いました。

翌日には、席上課程修了式が挙行され、國枝校長か

らの訓辞、また代表学生から誓いの言葉が述べら

れました。

席上課程を修了した 35名の学生は、4月から海

技教育機構における長期乗船実習または外航船に

おける社船実習に臨み、令和 8 年 9 月に卒業の日

を迎える予定です。

○令和 7年度卒業証書・修了証書授与式

令和 8 年 3 月、富山市芸術文化ホールにおいて

令和 7 年度卒業証書・修了証書授与式が挙行され

ました。本科生 207 名（商船学科を除く 5 学科）、

専攻科生 37 名（海事システム工学専攻に所属し，

東京海洋大学との連携教育プログラムを履修した

学生 1 名を含む）、合計 244 名の学生に卒業証書、

修了証書および学位記が授与されました。

○令和 8年度入学式

令和 8 年 4 月、富山市芸術文化ホールにおいて

令和 8 年度入学式が挙行されました。入学者の氏

名が一人ずつ読み上げられ、國枝校長より入学許

可がありました。この後、國枝校長が式辞を述べ、

新入生代表として物質科学工学科の学生と制御情

報システム工学専攻の学生から代表挨拶が述べら

れました。

機械システム工学科 42名
電気制御システム工学科 42名
物質化学工学科 41名
電子情報工学科 42名
国際ビジネス学科 42名
商船学科 42名
エコデザイン工学専攻 29名
制御情報システム工学専攻 10名
国際ビジネス学専攻 3名
海事システム工学専攻 1名
（東京海洋大学との連携教育プログラム）

3年次編入学留学生 3名

入学式

今年度、商船学科には北は東北から南は沖縄ま

で、1都 1府 12県から新入生が入学しました。入

学式の翌日からは、始業式、新入生オリエンテーシ

ョン、新入生学力テスト、部活動紹介などを実施し

ました。実家を離れ、慣れない土地での生活を始め
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た学生も多くおりますが、本校での学生生活や寮

生活に徐々に慣れ、学業をはじめ多くの成長と楽

しみのある日々を送ってくれることを願っていま

す。

将来、海運業界を支える人材として大海原へ羽

ばたく第一歩となるよう、教職員一同、学生一人ひ

とりを支援してまいります。

（教務主事補 商船学科 山田圭祐）

北斗会だより

練習船「若潮丸」Ⅴ世 竣工

若潮丸船長 高専21期（航海科82期）金山恵美

2026 年 3 月 13 日新生「若潮丸」Ⅴ世（以下

「若潮丸」）が三菱造船株式会社様より富山高等

専門学校へ引き渡されました。本校の歴代の練

習船若潮丸は、昭和32年の初代若潮丸が就航し、

現在の「若潮丸」で 5 代目となります。歴代の

意思を引き継ぎ世界の物流を支える若者の育成

を目的として晴れて竣工を迎えられたことに感

謝申し上げるとともに、「若潮丸」の就航記念事

業におきましては同窓会並びに同窓生の方々か

ら力強いご協力をいただきました。この場をお

借りして熱く御礼申し上げます。また、1995年

に建造され 30 年にわたって安全運航で学生を

見守り続けてくれた若潮丸Ⅳ世は2025年8月に

最後の運航を終えその役目を終えました。最後

の実習を終えた学生たちから思いのこもった寄

せ書きをいただき若潮丸Ⅳ世とのお別れを行い

ました。11 月 19 日に本校臨海実習用専用岸壁

から売船先へ回航しました。今後もどこかの海

で活躍している姿に出会えることを祈っており

ます。

30年ぶりに練習船を建造する機会に恵まれま

したので、代船建造の様子や各記念式典の様子

をご紹介いたします。

2025年3月6日三菱造船株式会社江浦工場に

おいて起工式が挙行され、全船協広重会長、北

斗会玉川会長、商船系高専校長及び本校教職員

１９名が出席し、本格的に代船建造が始まりま

した。船体はブロック建造法で建造され、船の

詳細設計図をもとに、船全体をブロックに分割

して、造船所内の工場で組立てた後、小ブロッ

クをいくつか組み合わせ、ある程度の大きさの

ブロックにしたものを反転し船台に搭載してい

きました。船体の中に主機関や発電機を搭載し

船の外観が出来上がった2025年10月23日三菱

造船株式会社 下関造船所 江浦工場において、5

世となる練習船「若潮丸」の命名・進水式が挙行

されました。

当日は、多数のご来賓にご臨席いただき、三

菱造船株式会社の関係者、本校学生・教職員な

ど、約 140 名が出席しました。式典では、独立
最後の実習を終えた

学生たちの寄せ書き
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行政法人国立高等専門学校機構の谷口理事長が、

練習船「若潮丸」と命名し、本校商船学科 5 年

の森下紗也子さんと船木万莉さん、並びに商船

学科 3 年の冨水琉花さんの 3 名が支綱切断を行

い、若潮丸は無事進水しました。なお、「若潮丸」

の船名は、新田富山県知事による揮毫によって

命名されたものです。命名・進水式には北斗会

からのご寄付により本校商船学科 5 年生と射

水・本郷両キャンパスの学生会代表が富山から

参加させていただけることができました。学生

たちの喜びはもちろんのこと教職員にとっても

大変感慨深く学生たちが進水式会場に入場して

きたときの嬉しそうな様子に胸が熱くなりまし

た。本当にありがとうございました。

命名・進水式終了後、本校主催による練習船

「若潮丸」命名・進水記念祝賀会が開催その後

の祝賀式典では、命名・進水を祝して鏡開き、玉

川北斗会会長による乾杯の挨拶が行われ、出

席者一同で新たな「若潮丸」の門出を祝いま

した。

その後、艤装工事、試運転などを経て2026年

3 月 13日、1995 年以来31 年ぶりのリプレース

となる「若潮丸」が竣工し、引き渡されました。

本船は今後、乗船実習や、海洋に関する調査研

究を通して、海洋人材の育成や、地域での社会

貢献、海事思想普及に向けたさまざまな教育・

地域貢献活動などにも従事する予定です。また、

自然災害発生時の支援物資輸送や居住設備提供

といった各種災害支援機能も有しています。

同日「若潮丸」船上において引き渡し式及び

神棚への入魂式が行われ関係者一同、安全な航

海を祈念しました。
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３月２０日には、竣工記念式典及び「若潮丸」

内覧会並びに祝賀会が挙行され多くの来賓者の

方々にご出席いただき新しい「若潮丸」の門出

を祝いました。

竣工記念式典と 竣工をお祝いするテープカッ

トの様子
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新湊町立甲種商船学校発祥の地 碑の案内板設置

北斗会富山支部長 D6 石田勝志

2026年、富山商船は創立120周年という記念す

べき節目を迎えました。現在、射水市立新湊中学校

の正門付近には、100周年を記念した石碑が鎮座し、

日々登校する生徒たちを温かく見守っています。

このたび富山支部からの提案により、この石碑の

前に「発祥の地」の由来や本校の歩みを記した案内

板を設置する記念事業を計画いたしました。

発祥の地にほど近い中学校の校門前に、その誇

り高い歴史を掲示することで、中学生に本校への

親近感と興味を抱いてもらい、将来の航海士・技術

者を目指すきっかけとなることを願っております。

なお、内容の監修は島木元教官にご依頼し、看板製

作会社とともに準備を進めております。

母校の魂を未来へつなぐ本事業に、何卒温かい

ご支援をお願い申し上げます。

射水市博物館の学芸員の協力のもと、貴重な古地

図を広げる

当時の街並みや土地の区割りが詳細に描かれた

大きな巻物状の古地図を、専門家の解説とともに

慎重に確認している様子。

射水市博物館の学芸員により、発祥の地を特

定している

古地図の区画と現在の地名・位置関係を照

らし合わせ、商船学校が実際にどの場所に存

在していたのか、学芸員さんの指し示す先で

歴史が繋がる瞬間です。

新湊中学校（旧奈古中学校）の校門付近に鎮

座する創立 100 周年記念碑

「新湊町立甲種商船学校発祥の地」と刻まれ

た石碑。富山商船高等専門学校の創立 100 周

年を記念して建てられた、地域の教育史を物

語るシンボルです。記念碑の側面には、奈古

中学校の校歌や沿革が刻まれています。かつ

てこの地が、海の男たちを育てる学び舎であ

ったことを今に伝えています。
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◆令和7年度専攻科海事システム学専攻入学式を

挙行しました。

鳥羽商船高等専門学校は、令和7年10月1日

（水）に令和7年度専攻科海事システム学専攻の

入学式を挙行しました。本年度の入学者は3名

で、いずれも本校商船学科で学び、これまでに培

った知識や技術をさらに深めるために進学しまし

た。

式では、まず古山雄一校長より専攻科入学の許

可が宣言され、続いて式辞が述べられました。古

山校長は、「進学された皆様は、我が国の将来を

担う人材として、社会および産業界から大きな期

待が寄せられています。そのことを心に留め、専

攻科においては学問をさらに探究し、最新かつ高

度な理工学の知識と技術を修得してください。そ

して、創造力・協調性・リーダーシップを兼ね備

えた逞しき人間として成長されることを願ってい

ます」と新入生に言葉を贈りました。

また、入学生代表は「これから始まる2年間の

専攻科において、これまでの学びをさらに発展さ

せ、日本の貿易を大きく支える海運業の重要性を

深く理解し、その力を養いたいと考えています」

と入学の抱負を述べました。

◆オープンキャンパス 2025 を実施しました。

令和 7 年 10 月 11 日（土）に本校にてオープン

キャンパスを実施しました。延べ 232 名にご参加

いただき、7・8 月開催の参加者と合わせると今

年度は 956 名の参加者数となりました。今年度は

最初の学校紹介・全体説明から、商船学科希望者

はメディアホール、情報機械システム工学科希望

者はマルチラボに分かれ、各学科の説明会・体験

講座・施設見学等を行いました。商船学科では鳥

羽丸体験乗船・操船シミュレーター・鳥羽丸入出

港時遠隔映像見学、情報機械システム工学科では

ロボコン機能及び卒業研究の展示・プログラミン

グ・機械学習という体験講座を行いました。学科

別の説明会終了後は、希望者を対象に学寮説明

会、潮騒会館食堂にて学食体験を実施しました。

参加者からは、「船に乗ることが出来て大変貴

重な経験になりました。」「船やエンジンの音がす

ごく大きくて迫力があって楽しかった。」「ロボコ

ンに興味がある。」「実際にＡＩを使う体験ができ

て、よい経験になりました」など、両学科とも好

評なご意見をいただき、鳥羽商船高専を知ってい

ただく良い機会となりました。たくさんのお申

込・ご参加をいただきありがとうございました。

鳥羽商船高等専門学校
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◆三重県防災対策部による練習船鳥羽丸の視察・

意見交換が実施されました。

令和 7 年 10 月 10 日(金)、三重県防災対策部が

鳥羽商船高等専門学校の練習船鳥羽丸を視察し、

本校の教職員と意見交換を行いました。

三重県では、能登半島地震への支援活動を通し

て得られた知見をもとに、南海トラフ地震への備

えを強化しています。今回の視察は、その一環と

して実施されたものです。

視察ではまず、練習船鳥羽丸や防災備品が保管

されている倉庫をご覧いただき、防災対策・災害

支援に関する備品の現状を共有しました。続いて

船内を案内し、練習船鳥羽丸が備える災害支援機

能について説明しました。

意見交換の場では、今後の具体的な対策や連携

体制について活発な意見が交わされました。

古山雄一校長は「陸上での支援が難しい場合に

は、練習船鳥羽丸を積極的に活用してほしい。い

ざというときに本校が主体的に災害支援に取り組

めるよう、三重県と協力して体制を整えていきた

い」と述べました。

これに対し、三重県防災対策部からは「能登半

島地震では海からの支援が大きな役割を果たし

た。三重県でも海上からの支援を視野に入れ、訓

練を実施したいと考えている。ぜひ鳥羽商船高専

にも参加してほしい」との要望が寄せられまし

た。

本校は今後も、地域と連携しながら、防災・減

災に貢献できる体制を整えてまいります。
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◆第 60 回海学祭を開催しました。

鳥羽商船高等専門学校は、令和 7 年 12 月 6 日

(土)および 7 日(日)に「第 60 回海学祭」を開催し

ました。

海学祭は本校の文化祭で、学生で構成される学

生会と海学祭実行委員が中心となって、イベン

ト、ステージ企画、模擬店、展示などを企画・運

営しています。

今回の海学祭は、60 回目の節目を迎える記念

の年でした。テーマは「$ailing」で、船出や挑

戦、未来への旅立ちを象徴しています。創基 150
周年を迎えた本校が、伝統を大切にしながら新た

な航路へ踏み出す姿勢を表現したものです。ま

た、「$ailing」の“$”には、学生が積み重ねてき

た経験を “価値” として示す意味も込められて

います。

両日とも天候に恵まれ、構内は多くの来場者で

にぎわいました。ステージでは日頃の活動成果を

披露する発表が行われ、模擬店では学生の工夫が

光る商品が提供されました。情報機械システム工

学科の学生が制作した注文・受け渡しシステムを

導入した店舗もあり、本校らしさが感じられる企

画が多数見られました。また、来場者参加型のイ

ベントも複数実施され、家族連れやグループで楽

しむ姿が多く見られました。

さらに、今年 3 月に竣工した練習船「鳥羽丸」

による体験乗船・一般公開および企画展示も行わ

れました。これらは本校学生団体「Tobamaru 
Project Team」が企画したもので、練習船の機能

や魅力を知っていただく貴重な機会となり、多く

の方にご参加いただきました。

第 60 回という節目の海学祭は、学生の主体的

な取り組みと地域の皆さまの温かいご支援によ

り、盛況のうちに終了しました。開催にあたりご

支援・ご協力いただいた皆さま、ならびにご来場

いただいた皆さまに心より御礼申し上げます。
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◆練習船鳥羽丸が実働防災訓練に参加しました。

鳥羽商船高等専門学校（以下「鳥羽商船高

専」）の練習船「鳥羽丸」は、令和 8 年 2 月 15
日、三重県四日市市の四日市港で実施された伊勢

湾BCP 協議会*・四日市港BCP 協議会**および

三重県主催の実働防災訓練に参加しました。

南海トラフ地震等の大規模災害に備え、海上か

らの支援体制の強化が求められる中、令和 7 年 3
月に竣工した練習船「鳥羽丸」は、航海士・機関

士の育成に加え、災害時の支援船としての機能を

備えています。本校は地域と連携した防災・減災

の取り組みの一環として本訓練に参加しました。

訓練では、船内に災害対策本部を設置し、学生

ホールや事務室、操舵室を活用した「洋上対策本

部」としての運用を確認しました。また、四日市

海上保安部の巡視艇「あおたき」と連携し、伸縮

クレーンを用いた緊急物資輸送訓練を実施しまし

た。

訓練後の講評では、国土交通省中部地方整備局

副局長が「実働訓練を実施したことで課題が明確

になった。今後の訓練に活かし、備えを大切にし

ていきたい」と述べました。また、一見勝之三重

県知事は「南海トラフ地震が発生した場合、三重

県では道路の通行が制限される恐れがあり、海路

による支援は重要な支援策の一つである。日頃か

ら関係機関が連携し、備えていきたい」と述べま

した。

練習船「鳥羽丸」の齊心俊憲船長は、「練習船

鳥羽丸に装備した支援艇や交通艇、ドローンを使

った被災状況の調査、物資輸送、人員移送等、代

船建造の段階から検討してきた災害支援装備が、

計画どおり能力を発揮することを確認できた。ま

た、災害時船舶型携帯電話基地局、給水、給電に

加え、入浴や洗濯といった避難生活を支える場と

しての活用も練習船鳥羽丸の強みになるだろうと

考えられる。今後も定期的に訓練に参加し、知識

と技量の向上を図りながら、関係機関との連携を

強め、より一層円滑な支援ができるよう体制を整

えていきたい」と述べました。

山野武彦機関長は、「今回の訓練を通じて、連

携機関や各船舶の強みを知ることができた。それ

ぞれの特性を理解したうえで、練習船『鳥羽丸』

の強みを最大限に活かせるよう、設備の充実と訓

練を重ねていきたい」と話しました。

さらに、訓練後に一見知事と懇談した古山雄一

校長は、「三重県には伊勢湾に属する多くの関係

機関があり、その一員として練習船『鳥羽丸』も

存在している。災害時には支援船としてぜひ活用

していただきたい」と話しました。

本校は今後も、練習船「鳥羽丸」の教育機能と

災害支援機能を両立させながら、関係機関との連

携を一層強化し、地域の安全・安心の確保に貢献

してまいります。

*伊勢湾BCP=伊勢湾港湾機能継続計画

**四日市港BCP=港湾機能継続計画
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◆米国領事館首席領事が本校を視察しました。

令和 8 年 2 月 20 日（金）、在名古屋米国領事館

のアンナ・ワン首席領事が鳥羽商船高等専門学校

を訪れ、本校の技術教育の取組や練習船「鳥羽

丸」を視察し、意見交換を行いました。

今回の視察と意見交換は、日米間の教育や技術

交流の発展を目指して実施されたものです。

当日は、練習船「鳥羽丸」の見学のほか、学生

によるAI・IoT 技術を活用した取組事例、本校の

国際交流の現状について紹介を行いました。その

後、国際的な人材育成や技術協力の可能性などに

ついて、本校教員と意見交換が行われました。

古山校長は「本校は創基 150 年を迎えた伝統あ

る学校です。また、昨年は新しい練習船『鳥羽

丸』が竣工し、最先端の技術を多く取り入れまし

た。デジタル分野においても、本校の学生たちに

よって優れた技術が生み出されており、実社会で

も活用できるものです。ぜひご覧ください」と挨

拶しました。

視察と意見交換の後、ワン首席領事は「学生の

発表は素晴らしい内容でした。ぜひ今後も頑張っ

てください。米国としても、日米間における造船

やデジタルといった分野での人材交流や技術協力

に力を入れていきたいと考えています。今回の意

見交換をきっかけに、御校とのつながりをより一

層強めることができればうれしく思います」等と

述べました。

また、江崎副校長は「米国で学びたいという学

生や教員は多くいます。機会があれば、ぜひ人材

交流や技術協力に取り組みたい」と述べました。

本校は、今回の訪問を契機として、今後も国際

的な教育・研究交流を推進し、グローバルに活躍

できる技術者の育成に取り組んでまいります。
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（商船学科航海コース 齊心 俊憲 記）
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2026 年 2 月 15 日（日）、伊勢湾BCP 協議会・

四日市港BCP 協議会・三重県が合同で実施した実

働防災訓練において、鳥羽商船高等専門学校の練

習船「鳥羽丸」は、海上支援の中核として重要な役

割を果たした。今回の訓練は、大規模地震による港

湾機能の低下を想定し、海上輸送ルートの確保や

緊急物資搬送を検証するものである。鳥羽丸は、災

害時の代替輸送手段としての即応性と実運用能力

を示し、参加機関から高い評価を受けた。

物資輸送訓練では、陸上交通が寸断された状況

を想定し、鳥羽丸が救援物資を被災想定港へ輸送

した。限られた接岸環境下でも、乗組員等が連携し

た精確な操船と迅速な荷役準備が行われ、練習船

の教育成果が確かな形で発揮された。

また、本訓練では、一見勝之三重県知事や県職員

と懇談し、鳥羽丸に設置された医務室の活用に向

けて三重大学との連携も検討していることを、コ

ンソーシアムみえにおいて提言している旨を伝え

た。今回の訓練を通じ、鳥羽丸は教育機関の枠を

超え、地域の防災力を支える実働的な存在である

ことを示すことができた。

2026 年 3 月 19 日（木）、鳥羽商船高等専門学校

第 2 体育館において、情報機械システム工学科の

第 3 回卒業証書授与式および専攻科生産システム

工学専攻の第20回修了証書授与式が挙行された。

式典には多くの保護者や来賓が参列し、厳粛か

つ温かな雰囲気の中で、情報機械システム工学科

83 名、専攻科 8 名がそれぞれ新たな門出を迎え

た。

式辞では、それぞれ 5 年間及び 2 年間の専門教

育で培った実践的技術者としての成長をたたえる

とともに、近年相次ぐ自然災害への備えの重要性、

そして国際情勢の変動にも向き合う広い視野を持

つことが強調された。特に昨年度就航した新練習

船「鳥羽丸」が、防災訓練や地域振興で果たした役

割も紹介され、実学を重視する本校教育の象徴と

して言及された。

また、令和 7 年度から始まった情報機械システ

ム工学科の 20 名の定員増と 2 コース制など、教育

改革の進展にも触れ、社会の急速なデジタル化の

中で卒業生が活躍する期待が述べられた。式辞の

結びでは、これまでの努力への称賛とともに、人生

100 年時代を力強く歩んでほしいとの激励が送ら

れた。

(鳥羽商船高等専門学校長 古山 雄一 記)
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鳥 羽 商 船 同 窓 会 だ よ り

春暖の候 皆様いかがお過ごしでしょうか。

令和 7 年度は、母校創基 150 周年、同窓会設立

100 周年、鳥羽丸の竣工と 3 大慶事の催事が無事終

了しました。同窓の皆様には多大なご寄付を賜り誠に

感謝申し上げます。

ありがとうございました。

最新の機器を備えた新鳥羽丸では、昨年 4 月から

母校学生達が勉学と実習に励んでいます。船内の居

住区も先代に比べ、格段に広く生活しやすくなり大変

喜んでいます。

災害支援船としての機能も備えており、今年 2 月の

三重県総合防災訓練では災害支援本部船として活

用され、県民の皆様に広く知られたと思います。

また、2 月 14 日（土）には同窓生へのお披露目とし

て『同窓会鳥羽丸体験航海』を実施し、同窓生 24 名と

ご家族の計 33 名が新鳥羽丸に乗船し中部国際空港

セントレア往復5時間の楽しいひと時を過ごしました。

3 月 19 日（木）、母校に於いて情報機械システム工

学科 83 名と専攻科生産システム工学専攻 8 名が卒

業しました。入学時はコロナが収束前で入学式は本

人と親族、限られた教官だけの寂しい式であったそう

です。コロナ禍を知る最後の学生達でありました。

卒業学生達の進路は本科就職 67 名、進学 16 名、

専攻科就職 7 名、進学 1 名です。

大空に羽ばたく若鷹たちに力強いエールを。

令和 7 年度に文科省 IT 人材教育強化策の一環で

全国高専の指定された 4 校の内の 1 校に選ばれ、定

員が 80 名から 100 名に増員されたのに伴い、校舎の

増改築が令和 8 年度から開始されます。

今年度の母校商船学科の入学志望者数は近年に

ない競争率でした。

情報機械システム工学科は、少子化の中で定員割

れが相次ぐ県立高校に比して、定員が増えたにも拘

わらず、母校は健闘しています。

同窓会員皆様のご活躍とご家族一同の健康を祈願

いたします。

   同窓会事務局長  江崎隆夫
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〇呉～広島体験航海「練習船「広島丸」に乗って海

の仕事を体験しよう！」開催

令和7年11月29日(土)から30日(日)にかけて、

本校の練習船「広島丸」を活用した乗船体験イベン

トを開催しました。対象は小学校 5 年生から中学

校 3 年生までの児童・生徒で、当日は 23 名が参加

し、船内での宿泊を含む充実した二日間となりま

した。

航海中には救命訓練や操舵体験、船についての

講義が行われ、参加者は普段触れることのない海

の世界を体感しました。大崎上島に到着後は本校

教室で操船シミュレーターを使った模擬操船や、

ロープワークの一つであるモンキーフィスト（キ

ーホルダー）作りに挑戦。本校学生たちの丁寧な指

導を受けながら、参加者は楽しそうに取り組んで

いました。夕方には広島丸に戻り、船内でカレーの

夕食をとった後、入浴を済ませ、夜間プログラムと

して本校学生たちとの交流会を実施。大人数で楽

しめるレクリエーションを行い、夜の広島丸の甲

板に楽しそうな声が響き渡っていました。

二日間を通して、参加者はさまざまな体験を重

ねる中で、はじめは緊張していた表情が次第にほ

ぐれ、イベントや本校学生たちとの交流を通じて

どんどん笑顔が増えていったことが印象的でした。

今回のイベントを通じて、参加者から「実際に船を

操縦できて感動した」「海の上で働くことについて

より興味を持った」「広島商船高専に行ってみたく

なった」といった声が寄せられ、将来の進路や職業

選択に新たな可能性を感じてもらうことができま

した。

〇ヒロマツホールディングス presents TGC 広島

2025 のケータリング及び関連イベントでオラン

ジェットを配布

令和 7 年 12 月 6 日（土）、本校の流通情報工学

科の学生 4 名が、島の規格外みかんを使って作っ

たオランジェット（みかんの皮をチョコレートで

コーティングした菓子）を TGC 広島 2025 のケ

ータリングとウェルカムクリスマスイベント（広

島シャレオで開催）で配布しました。当日のTGC
広島 2025 は大盛況で、多くのお客さまが来場され

ていました。

当日に向けて、学生たちは手分けをしながら約1
か月にわたり試行錯誤を重ね、準備に取り組んで

きました。ケータリングでは、TGC の出演者の皆

さまに学生たちが直接オランジェットを手渡すこ

とができ、感動していました。

さらに、何人かの出演者の方が、ご自身のインス

タグラムにオランジェットを載せてくださるとい

う嬉しい出来事もありました。

本校は、今後も学生の主体的な学びや挑戦をサ

ポートしていきます。

広島商船高等専門学校
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〇卒業証書・修了証書授与式を挙行

令和 8 年 3 月 7 日（土）電子制御工学科・流通

情報工学科卒業式、産業システム工学専攻修了式

を挙行しました。      

（電子制御工学科 36 名、流通情報工学科 41 名、

産業システム工学専攻 2 名）

逸見校長の手から、卒業生・修了生一人ひとりに

証書授与が行われました。校長式辞では、校長自身

の失敗談を通じ、「一所懸命に生きること。誠実に

生きること。人の気持ちを考えて行動すること」の

三つの教訓をお話しされました。

在校生代表からは商船祭やクラスマッチなどの

思い出を振り返り、別れを惜しむ送辞がありまし

た。

春の気配を感じられるこの頃、大きく育った学

生たちは保護者・教職員に見送られ、本校を巣立っ

ていきました。

〇新広島丸起工式を挙行

令和 8 年 3 月 11 日（水）、住友重機械マリンエ

ンジニアリング株式会社（神奈川県横須賀市）にお

いて、練習船広島丸起工式が挙行され、本校教職員、

同窓会長、全日本船舶職員協会会長ら２９名が出

席しました。

（商船学科 大内 一弘）
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校友会

【2026 年総会のご案内】

日時：5 月 23 日（第 4 土曜日）

総会 / １３：４５~１６：４５

懇親会 / １７：００~１９：００

場所：ピュアリティまきび

多数の皆様の参加をお待ちしています。

詳細は校友会ホームページに掲載しています。

よろしくお願いします。

【大崎上島町のふるさと納税で広島商船高専を応

援しませんか】

大崎上島町ふるさと納税における寄附目的とし

て、「広島商船高専活性化支援」が設定されていま

す。広島商船高専 における人材育成や、大崎上島

の地域課題解決につながる優れた取組みを応援す

るため、皆さまの温かいご支援をお願いいたしま

す。ふるさと納税サイトにて大崎上島町の返礼品

をお選びいただき（※大崎上島町以外にお住まい

の方が対象）、寄附目的として「広島商船高専活性

化支援」を選択するだけで、寄附金が広島商船高専

の支援に充てられます。

学校では、いただいた寄附金を目的に沿った事業

に活用させていただきます。

〇大崎上島町ふるさと納税のご案内

https://www.town.osakikamijima.hiroshima.jp/s
oshiki/somu/5/1_1/1282.html
※校友会ホームページにも案内を掲載しています。

広島商船高等專門学校 校友会

月金 9:00~15:00
TEL 0846-65-3899
Mail : koyukai@hiroshima-cmt.ac.jp
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〇商船祭とオープンキャンパスの同時開催

令和７年 11 月 1 日（土），第 56 回商船祭を

開催しました。荒天に見舞われた昨年とは一転，

今年は秋晴れの下で伝統の手旗おどりや大島

丸の一般公開を行い，地域の方々や保護者など

多くの来場者で賑わいました。

当日は中学生対象のオープンキャンパスも

同時開催し，入試説明や研究室公開を実施しま

した。活気ある学生の姿を間近に届けることで，

中学生が入学後の学生生活を具体的にイメー

ジできる良い機会となりました。

〇キャリア教育フォーラム開催

令和７年 11 月 3 日（月），本校第一体育館に

て「大島商船高専生のためのキャリア教育フォ

ーラム」を開催しました。本科 3・4 年生および

専攻科 1 年生を対象とした今回は，多岐にわた

る業界から計102社のご出展をいただきました。

会場では，学生たちが熱心に各ブースを回り，

企業の担当者や本校卒業生から現場の生の声

を聞く姿が見られ，非常に充実した時間となり

ました。学びの先にある将来を具体的に描き，

キャリア形成への意識を高める貴重な機会と

なりました。

〇海事キャリア教育セミナー開催

令和７年 11 月 6 日（木），商船学科 1・2 年

生を対象に「海事キャリア教育セミナー」を実

施しました。海技教育機構から講師をお招きし，

海技士の魅力や学生時代に励むべきことにつ

いてご講演いただきました。

船の仕事の奥深さや，プロの航海士を目指す

ための心構えなどについて熱心な質疑応答が

行われ，低学年のうちから将来のキャリアを主

体的に描くための貴重な一歩となりました。

商船祭 手旗おどりの様子

商船祭 ステージイベントの様子

キャリア教育フォーラムの様子

海事キャリア教育セミナーの様子

大島商船高等専門学校



- 31 -

〇NTT ドコモと連携し，練習船「大島丸」での

船上基地局設営訓練を実施

令和７年 12 月 2 日（火），株式会社 NTT ドコ

モ中国支社と，災害時の通信復旧を想定した共

同訓練を実施しました。南海トラフ地震等の大

規模災害に備え，練習船「大島丸」を船上基地

局として活用するための訓練です。

当日はスターリンクの設営や固縛方法の確

認，海上での通信状況の検証などが行われまし

た。本校の資源を地域の防災に役立てるための

実戦的な取り組みとなりました。

〇コンピュータ部が「Giving Campaign 2025」

で企業賞を受賞

令和７年 12 月 14 日（日），北九州市で開催

された交流イベント「Kyushu Connect」にて，

本校コンピュータ部がGMOインターネット賞を

受賞しました。

この賞は「最新テクノロジーの可能性を信じ

続け，成長を続ける団体」に贈られるもので，

部員たちの革新的な取り組みが評価されまし

た。

〇ベトナム開催の国際プロコンにコンピュー

タ部の学生が参加

令和８年 3 月 8 日（日）・9 日（月），ベトナ

ムのハノイ国家大学にて「NAPROCK 第 17 回国際

プログラミングコンテスト」が開催されました。

本大会には，昨年 10 月に開催された全国高

等専門学校プログラミングコンテストの課題

部門と競技部門で優秀な成績を残したチーム

が招待され，本校からは課題部門出場チームが

『KOKEMEME』というタイトルで出場しました。

審査ではプレゼンテーションおよびデモン

ストレーションがすべて英語で行われました。

学生たちにとっては初めての英語発表でした

が，入念な準備と練習を積み重ねて本番に臨み，

無事に大役を果たしました。

船上基地局の構成機器

企業賞「GMO インターネット賞」を

授与されるコンピュータ部の学生

国際プロコンでの発表の様子

（商船学科 松村 哲太 記）
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大 島 商 船 同 窓 会

＜高専 45期 商船学科クラス会開催＞

令和 7 年 11 月 23 日、KKR ホテル博多にて高専

45 期（商船学科）のクラス会を開催しました。

卒業からちょうど 10 年の節目となる今回は、

10 年ぶりに再会するクラスメイトも多く、近況

を報告し合いながら当時の思い出を懐かしむ、

和やかで温かい会となりました。当日は同窓生

24 名に加え、当時お世話になった教職員 3 名に

もご参加いただきました。特に、5 年次担任で

あった久保田先生からご挨拶を頂戴し、学生時

代のエピソードを交えたお話に会場が一層盛

り上がりました。今回の開催にあたっては、新

たに設けられたクラス会・期別会支援制度を活

用し、同窓会から支援を受けることができまし

た。この制度のおかげで、教員の先生方にもこ

れまで以上に声をかけやすくなり、より多くの

方に参加いただくきっかけとなりました。同窓

会の皆様には、貴重なご支援を賜り心より感謝

申し上げます。最後には、「また 10 年後などの

節目に再び集まろう」と参加者全員で再会を誓

い、盛況のうちに閉会しました。

高専 45 期 商船学科クラス会の開催

＜2026年 京浜小松会事務局新年会実施＞

昨年実施した京浜小松会総会・懇親会の反省会

も兼ねて、2026 年 2 月 11 日に川崎にて、事務

局メンバー9 名による新年会を実施致しました。

新年度の予定として、第 43 回 横浜港カッター

レース大会への参加および 2026 年度京浜小松

会総会・同窓会開催の検討を行いました。

京浜小松会事務局新年会

＜小松会周南支部総会懇親会の開催＞

令和 8 年 2 月 14 日、周南市逸品の「ともなが」

にて周南支部の総会と懇親会を開催しました。

バレンタインデーの夜にも関わらず、9 名が参

加しました。岩本新会長の挨拶に始まり、年長

者は N68 の山本さん、年少者は N103 の松本さ

んまで幅広い年齢層が集まりました。

小松会周南支部 総会および懇親会
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＜第 43回 横浜港カッターレース開催予定＞

2026/5/24(日)、横浜市山下公園にて横浜港カッ

ターレースが開催されます。今年も 2 艇以上の

出艇を目指して漕ぎ手を募集しておりますの

でご興味のある方は大島商船高専同窓会 京

浜支部または、本部までご連絡ください。

＜2026 年度 大島商船高専同窓会活動予定につ

いて＞

本年度、下記の通り活動を予定しております。

関係各位におかれましてはご予定いただけま

すようお願い申し上げます。

■  2026年度 同窓会活動予定（現時点）

4 月 5 日   入学式

6 月中旬 会計監査（会計担当）

9 月 17 日 慰霊祭、同窓会理事会・総会（学校）

懇親会（柳井クルーズホテル予定）

9 月 18 日 商船学科 卒業式（各支部会長へご

案内）

3 月 19 日 電子機械工学科・情報工学科 卒業

式（学校近隣支部会長へご案内）

※ 詳細につきましては必要に応じてご案内さ

せていただきます。

＜同窓会名簿発行および賛助広告のお願い＞

来年度は、本校創立 130 周年を迎える節目の年

となります。これを記念し、同窓会では同窓会

名簿の発行を予定しております。皆様のもとへ

年会費納入のご案内をお送りする予定でござ

いますので、誠に恐れ入りますが、所定の年会

費につきましてご納入くださいますようお願

い申し上げます。また、同窓会名簿への賛助広

告掲載につきましても、皆様のご協力をお願い

申し上げております。広告のお申し込み方法等

の詳細につきましては、添付の「賛助広告募集

要項（申込書）」をご参照ください。ご多用のと

ころ誠に恐縮ではございますが、本趣旨をご理

解のうえ、何卒ご協力を賜りますようお願い申

し上げます。

(募集要項のダウンロードリンク)
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〇女性の心身の健康に関する講演会実施

令和７年１１月６日（木）、女性の心身の健康

に関する講演会「おとなになるまでに知ってお

きたい女性のカラダと健康のこと」をライブ配

信で実施しました。１年生 120 名と教職員がア

センブリホールにおいて受講しました。この講

演会は、思春期の健康教育推進プロジェクト『か

がやきスクール』2025 オンライン授業として実

施されているもので、自身が望む人生設計やキ

ャリアプランを実現するため、女性特有の病気

やライフステージの変化について正しく理解し

てもらうことを目的としています。

講師のみやはらレディースクリニック院長、

産婦人科医の宮原 陽先生が、女性のカラダと

ホルモン、月経のトラブルと対処法、子宮の病

気、正しい避妊、女性のがん、性感染症等につ

いて、幅広い内容をお話しくださいました。

講演後の質疑応答では、月経時に男性がどの

ように支援できるかという質問がありました。

これに対し、講師からは「女性が信頼して伝え

てくれていることを理解し、その気持ちを受け

止めながら関わることが大切である」との回答

をいただきました。また、人工妊娠中絶に関す

る質問については、手続きや身体の変化など、

具体的な知識を丁寧に説明していただきました。

女子学生から「すぐ内診されることはないみ

たいだから、辛さを我慢せずに産婦人科に行き

たいと思った」、男子学生からは「将来パートナ

ーになる人への対応を学ぶことができた」等の

感想が聞かれました。女性の健康に関する理解

を深めることで、意識啓発を図るための有意義

な講演会となりました。

〇モンゴル科学技術大学との国際交流を実施

令和７年１０月２９日（水）～１１月１３日

（木）、国立モンゴル科学技術大学（以下、

「MUST」という）の教職員・学生が来校し国

際交流を実施しました。

この国際交流は本校とMUST との協定に基

づき、学生支援機構（JASSO）の支援により実

施しているもので、今回で５回目となります。

コロナ禍によって国際交流を中止せざるを得な

い時期もありましたが、MUST との不断の交流

が実を結び、今回本校での受入プログラムを再

開することができました。

滞在中は、本校電子機械工学科の研究室にお

いて、共同研究プロジェクトに取り組むほか、

歓迎会、クラブ活動体験、商船祭参加、尾道、

福山、広島方面への研修旅行を通じて、本校の

教員、学生と交流を深めることができました。

１１月２日（日）の歓迎会では、互いの学校

紹介や自己紹介を通じて、和やかな国際交流の

ひとときとなりました。１１月３日（月）の広

島研修旅行は、本校の留学生の文化交流活動と

併せて実施し、日本の文化や美しい風景を味わ

い、思い出深い研修旅行になりました。

弓削商船高等専門学校
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〇第２２回全国高等専門学校デザインコンペテ

ィション「AM デザイン部門」で審査員特別賞

を受賞

令和７年１１月８日（土）・９日（日）、鯖江

市嚮陽会館（福井県）において、第２２回全国

高等専門学校デザインコンペティション「でざ

こん 2025 ふくい」が開催されました。本校から

は、「AM デザイン部門」の本選へ２チームが出

場しました。

「AM デザイン部門」は、３Dプリンタを用

いて自由な発想と独創的なアイデアを競う部門

であり、今回のメインテーマは”織りなす”で

した。本部門には全国の高専から２７チームが

エントリーし、予選（書類審査）を通過した本

校を含む９チームが本選に出場しました。

１日目は口頭発表と質疑応答、２日目はポス

ターセッションにより審査が実施されました。

本校は、インテリアとしての照明器具と防災対

策としてのヘルメットを融合したアイデア

「Lumet（ルーメット）」を考案し、見事に「審

査員特別賞」を受賞しました。

〇キャリア教育フォーラムを開催

令和７年１１月２９日（土）、本校第１体育館

において、電子機械工学科と情報工学科の３年

生・４年生、専攻科１年生の学生を対象とした

キャリア教育フォーラムを開催しました。

学生は参加企業の説明に熱心に耳を傾けてい

ました。参加した学生からは、「仕事の詳しい内

容や魅力、求められることなどを知ることがで

き、進路を深く考える良い機会となった」など

の感想がありました。

〇株式会社アクセスネットによる出前授業（生

成AI 実践授業）を実施

令和７年１２月４日（木）、本校アセンブリホ

ールにおいて、情報工学科４年生、５年生を対

象とした、（株）アクセスネットによる出前授業

を実施し、学生及び教職員約７０名が参加しま

した。

本授業では「生成AI 実践授業」というテーマ

で、生成AI の種類・原理、LLM（大規模言語

モデル）、プロンプトの基本、個人情報や機密情

報の取り扱い、著作権など、生成AI の基礎につ
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いて幅広く学びました。ハンズオンでは、AI チ
ャットボット等を利用して、プロンプトの作り

方や注意点を体験しながら学びました。

学生達にとっては、近年身近になった生成AI
について専門家から学べた貴重な体験となりま

した。出前授業後のアンケートでは、「AI につ

いて学ぶことが少ないので改めて使い方を学べ

てよかった。知らないAI や使い方があって講義

を聞けてよかった」「自分の知らなかった生成

AI が多くあり、これからの学校生活で活かして

いけそうなものが多くあった。とても勉強にな

った授業と感じた」「AI に頼りすぎるのはよく

ないけど、AI をどんどん使っていくのは大切な

んだなと思った。AI の発展がこんなにもしてい

るんだということに驚いた」など、多くの学生

から満足度の高い回答がありました。

〇ブックハンティングを実施

本校図書館は、令和７年１２月６日（土）、広

島市の書店「MARUZEN 広島店」において、令

和７年度ブックハンティングを実施しました。

参加者は学生２２名、教職員２名の計２４名で、

一人あたり 10,000 円を上限として、図書館に設

置する本の選定にあたりました。参加者は約

1200 坪の広い店内の約 120 万冊の本の中から、

真剣な眼差しで図書館に入れる本を選んでいま

した。

選定された本は揃い次第、図書館閲覧室のブ

ックハンティング特設コーナーにおいて設置さ

れる予定です。

〇第２３回キャンパスベンチャーグランプリ四

国で優秀賞を受賞

令和７年１２月１０日（水）、香川県高松市の

リーガホテルゼスト高松において、「第２３回キ

ャンパスベンチャーグランプリ(以下、CVG四

国)四国審査会・表彰式」が開催され、石橋治樹

さん（情報工学科４年）、小田紘平さん（同３年）、

久保竜壮さん（同３年）、濱田捷聖さん（同２年）、

佐藤智道さん（同１年）のグループが準優勝に

あたる優秀賞（四国経済産業局長賞）を受賞し

ました。

CVG 四国は、四国地区の大学・高専等の学生

がベンチャービジネスのアイデア・事業プラン

を競い合うコンテストで、応募した４２グルー

プの中から８グループが最終審査会まで通過し、

最終審査では、プレゼンテーションと質疑応答

による審査が行われました。

今回受賞した学生は「KiWi -Keep Info With 
Integrity-」というテーマで、スマートフォン上

で動作する暗号化技術とセキュリティ技術を活

用した、個人情報請求システムのビジネスプラ

ンを考案しました。公的機関や医療機関など情

報管理が厳しい場所でも、個人情報の請求や提

供をスマートフォン１台で簡単に行えるように

なるソリューションです。令和８年度の実用化
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を目指して、今後もシステムやビジネスプラン

を改善する予定です。

〇海技士筆記試験１級合格者表彰式を実施

令和７年１２月１７日(水)、海技士筆記試験１

級合格者の表彰式を執り行いました。

本校では、海技士筆記試験 1 級に合格した学

生の努力と成果を称えるため、表彰制度を設け

ています。

今回、表彰を受けたのは、山本磨寛さん（商船

学科５年機関コース）、小野田颯天さん（同３年

機関コース）の２名です。両名は、学業と実習

を両立しながら高度な専門知識と技能を身につ

け、見事に合格しました。

式では、内田校長から一人一人に対して表彰

状と記念品を授与するとともに、日頃の研鑽を

称える言葉が贈られました。本校としても、こ

のような成果は大変喜ばしく、在校生にとって

大きな励みとなるものです。今後のさらなる活

躍を心より期待しています。

〇海事キャリア教育セミナーを実施

令和７年１２月１８日（木）、商船学科１年

生・２年生を対象に「海事キャリア教育セミナ

ー」を実施しました。

本セミナーは全国の商船系高等専門学校が連

携して実施している「次世代の海洋人材の育成

に関する取組」の一環として実施され、本校に

は全日本海員組合から３名が来校しご講演いた

だきました。

講演では、全日本海員組合 土屋文平氏から、

外航船員を取り巻く現状と人材育成の重要性に

ついて説明があり、続いて、商船高専出身の現

役外航船員、無関健一朗氏（商船三井・一等航

海士）・牧野綜太氏（NYK Energy Ocean・二等

機関士）が、自身の経歴、担当船種、船上での

業務内容や職場環境、船内生活について具体的

に分かりやすく説明してくださいました。

AhaSlides を活用した質疑応答では、スマー

トフォンを用いて全参加者が回答・質問できる

形で実施され、多数の質問が飛び交い盛り上が

る場面もありました。また、学生が抱いていた

不安や疑問を具体的に解消する機会となり、進

路や学習に対して前向きに考える姿勢も見られ

大変有意義なセミナーとなりました。
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〇起業家による特別講演を実施

令和８年１月１３日（火）、SMZ 株式会社 代

表取締役 清水正輝氏を講師に迎え、起業家教

育に関する特別講演を実施しました。本講演は、

令和７年度 起業家教育プログラム実施支援校

として本校が採択され、独立行政法人 中小企業

基盤整備機構の支援のもと、学生にアントレプ

レナーシップ（起業家精神）を育成する取り組

みの一環として実現したものです。

当日は、情報工学科１年生及び電子機械工学

科１年生の約８０名が参加しました。講演では、

講師自身の起業に至るまでの経緯や、SMZ 株式

会社の立ち上げにおける実体験が紹介され、起

業の魅力や困難、意思決定の重要性などについ

て具体的なお話がありました。また、レビュー

セッションも行われ、事前に学生たちがグルー

プごとに作成したビジネスプランシートに対し

て、起業家の視点から助言や改善点など講師に

よる直接のレビューを受けました。

受講した学生たちにとって、本講演は、将来

の進路選択やものづくりへの意識を高める貴重

な学びの機会となりました。

〇白砂寮テーブルマナー講習を開催

令和８年１月２３日（金）、本校食堂において、

コンパスグループ・ジャパン株式会社の金子氏

を講師に迎え５年生・専攻科２年生を対象とし

たテーブルマナー講習を開催しました。このテ

ーブルマナー講習は、本校では初めての企画で

す。

講習では、公的・私的のさまざまな場面を

想定しながら、主賓に合わせる姿勢や、場の調

和を大切にすることの重要性について分かりや

すく教えていただきました。実際にコース料理

を味わいながら、学んだマナーをその場で実践

できたことで、学生たちはより理解を深めるこ

とができました。講習終了後には、講師へ個別

に質問をする学生の姿もみられ、積極的に学ぼ

うとする姿勢が印象的でした。

〇令和７年度電子機械工学科・情報工学科卒業

式及び専攻科（生産システム工学専攻）修了式

を挙行

令和８年３月１３日（金）、令和７年度弓削商

船高等専門学校電子機械工学科・情報工学科卒

業式及び専攻科（生産システム工学専攻）修了

式を挙行し、電子機械工学科卒業生４０名、情

報工学科卒業生３８名及び専攻科（生産システ

ム工学専攻）修了生１０名に卒業証書・修了証

書が授与されました。

内田校長から「卒業生・修了生の皆さん、こ

れから歩む道が容易であるとは限りません。し

かし、容易でないからこそ、皆さんの力が必要

とされています。どうか胸を張り、前を見据え、

学びの火を消さず、良識を携えて進んでくださ

い。困難に直面したときは、どうか母校・弓削

商船高等専門学校を頼ってください。」と式辞が



- 39 -

述べられました。また来賓の上村俊之上島町長

から祝辞をいただき、卒業生・修了生は引き締

まった表情で聞き入っていました。

続いて、在校生総代の橋本亘輝さん（電子機

械工学科３年）が送辞を述べた後、卒業生総代

の村上絢音さん（電子機械工学科）から力強い

答辞が述べられました。

多数の来賓、教職員そして保護者の皆様に見

守られながら、卒業生・修了生たちは弓削商船

高等専門学校での思い出を胸に、それぞれの夢

を叶えるための第一歩を力強く踏み出しました。

（練習船弓削丸 森瑛太郎 記）

弓削商船高専同窓会

■令和７年度京浜地区忘年会を開催

11 月 28 日(金)、パーティプラネット「銀座Ｐ

Ｐサロン」にて弓削商船同窓会京浜支部の忘年

会を開催しました。年末のご多忙の中、N106
渡邊司様からN62 柏木実様（N65 渡部英利様）

まで 40 名を超える同窓生にご参加いただき、閉

会後には「盛会であった」とのお声を多数頂戴

し、心温まる会となりましたのでご報告いたし

ます。

冒頭、N62 柏木会長より母校に関するお話を

いただき、特別ゲストとしてお招きした元教官

堀富士男様の乾杯により開会いたしました。

歓談の中、N78 小宮直一様より天候により中

止となった 5 月の「横浜港カッターレース」の

報告、続いてN82 甲田博義様よりゴルフコンペ

「しらすな会」の活動報告をいただきました。

その後、堀内支部長ご寄付の「山崎 12 年」を景

品としたジャンケン大会をN86千葉健也様の進

行で実施し、会場は大いに盛り上がり、M4 渡邊

巌様が優勝されました。

続いて、柏木会長を中心に校歌斉唱、N65 渡部

英利様による万歳三唱を行い、堀内支部長の挨

拶をもって閉会いたしました。

また、堀元教官のもとには多くの同窓生が集

まり、大変喜ばれる様子が印象的でした。急な

ご招待にもかかわらずご快諾いただき、心より

御礼申し上げます。
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■令和８年度高松支部新年会を開催

2026 年 1 月 17 日（土）、高松支部の新年会

を開催いたしましたので、当日の様子をご報

告いたします。今回の新年会には、遠路遥々

お越しいただいた柏木会長をはじめ、多くの

諸先輩方、同期、そして後輩諸氏にご協力い

ただき、香川県内外より総勢 38 名が集う賑や

かな会となりました。

会の中盤では、参加者全員による一言スピ

ーチで近況を報告し合い、最後には全員で校

歌を合唱するなど、母校への想いを一つに大

いに盛り上がった大変楽しいひと時となりま

した。支部長を拝命してから初めての行事と

いうこともあり、無事に開催できましたこと

を心より安堵しております。

また、今回の会合では「次世代への継承」

を支部の最重要課題として再認識いたしまし

た。参加者の最年少が還暦を迎えているとい

う現状を受け、今後は若い世代への積極的な

声掛けはもちろんのこと、Instagram などの

SNS も有効活用しながら、よりオープンで活

気ある支部運営を目指してまいります。

高松支部はこれからも、世代を超えた交流

の場として活動を続けてまいります。今後と

もご支援・ご協力のほど、よろしくお願い申

し上げます。

高松支部長 濵野 利光

■令和８年度弓削支部新年会を開催

令和 8 年度弓削支部新年会が、寿司居酒屋「と

とや」において開催され、9 名が参加しました。

新年の門出を祝うにふさわしく、終始和やかな

雰囲気の中で会は進行しました。

冒頭では、E36 大峯氏より乾杯の挨拶があり、

本会の開催を企画した原田弓削支部長に対し、

感謝の意が述べられました。

その後の歓談では、近況報告や学生時代の思

い出話が交わされる中、かつて本校学生が地域

の消防団として活動し、出動していた当時のエ

ピソードも話題に上りました。懐かしい話に花

が咲き、世代を超えた交流を深める有意義な新

年会となりました。

■同窓会事務局

電話（学校代表） 0897-77-4606
ＦＡＸ     0897-77-4692
メール info@yuge-kosen.com
同窓会事務担当 田房 友典（Ｉ２期）
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 乗船実習

【日本丸】

10月1日に高等専門学校4年生（第56期生）航

海科91名が乗船し、5ヶ月の長期実習を行いまし

た。神戸にて乗船し、東京、名古屋、長崎、鹿児島

及び神戸と年内は、国内航海で訓練を積みました。

年明にはシンガポールへの遠洋航海も経験しまし

た。寄港地のシンガポールでは、Port Operations 

Control Centre（シンガポール港湾運用管理セン

ター：POCC）やSingapore Maritime Academy（シ

ンガポール海事アカデミー）の見学を通じて異文

化に触れることで視野を広げ、国際人として求め

られるマナーを身に付けるとともに、英語学習へ

の意欲も一層高めることができました。

3 月 1 日に高等専門学校 3 年生（57 期生）（鳥

羽・広島・弓削）84 名が乗船し、初めての乗船実

習に臨んでいます。１ヶ月間の実習ですが、海上の

厳しさと美しさを感じ、海技者としての基本を学

んでくれることを祈っています。

【銀河丸】

10月7日に高等専門学校4年生（第57期生）機

関科85名が乗船し、日本丸の航海科と同様に5ヶ

月間の長期実習を行いました。神戸にて乗船し、別

府、宇野、東京、横浜、名古屋などへ寄港しました。

航海中には、機器の発停、保守、配管調査及びシリ

ンダーカバー整備等をはじめとする様々な実習に

取り組みました。

実習期間中には、船社による海運ガイダンスが

船内で開催されました。また、多くの船社が一堂に

会する海技者セミナーに参加する機会も設けられ

ました。実習生は、海技者としての能力を身につけ

るだけでなく、海運業界に対する知見も深めるこ

とで、より真剣に海技者としての将来に向き合う

ことができたようです。

3 月 1 日に高等専門学校 3 年生（57 期生）（富

山・大島・広島）97 名が乗船し、初めての乗船実

習に臨んでいます。１ヶ月間の実習ですが、神戸に

て乗船し、大阪、横浜と国内の主要港に寄港し海技

士としての基本を学びました。一人前の海技者を

めざし学習や実習に励むことを願います。

シンガポール出港（日本丸）

入港作業（日本丸）

抜錨準備作業（銀河丸）

機器配置調査（銀河丸）
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 令和8年4月から6月までの乗船実習予定

【大成丸】

・高等専門学校（航海）6年（2025/4/1乗船）

4/3神戸発、4/14～4/18広島、

4/23～4/27細島、5/2～5/7鹿児島、

5/18～5/23東京、5/29～6/2横浜、

6/8神戸着、6/10下船

【青雲丸】

・高等専門学校（航海・機関）6年(2025/4/1乗船)

4/4神戸発、4/11～4/15鹿児島、

4/24～4/28門司、5/7～5/11徳山、

5/21～5/25大阪、5/30～6/3東京、

6/8神戸着、6/10下船

【海王丸】

・高等専門学校（機関）6年（2025/4/1乗船）

4/5東京発、5/1～5/6リッチモンド、

5/19～5/23ホノルル、6/9神戸着、6/10下船

 海事広報

 【SNSで最新情報発信中】

【JMETS監修オリジナルカレンダー2027写真募集】

今後とも JMETS へのご支援をよろしくお願い申

し上げます。

◄ご応募お待ちしてます！

◇Facebook ◇X ◇Instagram ◇YouTube
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                           （2025/12/11 ～ 2026/4/25）

2026/1/6 日本船主協会新年賀詞交歓会（広重）
2026/1/8 日本丸船長・機関長　来所

2026/1/13 海洋会新年賀詞交歓会（広重）
2026/1/23 千代田三信ビル理事会（徳嶋）
2026/1/30 国立高専における次世代の海洋人材育成に関する協議会（広重）

５高専校長懇談会・懇親会（広重、中山、徳嶋、西山）
2026/2/5 第２回高専運営委員会（富山高専）（徳嶋）
2026/2/6 第７回高専海事教育フォーラム（徳嶋）

2026/2/10 JMETS交流会　海技大学校見学会（広重）
第43回横浜カッターレース実行委員会（徳嶋）
千代田三信ビル理事会（徳嶋）

2026/2/18 しんようクラブ（湊川神社・楠公会館）（広重）
2026/2/20 めいよう会（名古屋港水族館内アリバダ）（広重）
2026/2/26 海洋会　関根会長との面談（越中島キャンパス）（広重、中山、徳嶋、酒迎））
2026/3/6 海技教育財団理事会（広重）
2026/3/9 日本殉職船員顕彰会通常理事会（広重、徳嶋）

2026/3/11 広島丸起工式（住友重工追浜工場）（広重）
2026/3/12 日本海難防止協会通常理事会（広重）
2026/3/16 千代田三信ビル理事会（徳嶋）
2026/3/20 若潮丸竣工記念式典・祝賀式（富山高専・ホテルグランテラス富山）（広重、長谷川）
2026/3/24 日本殉職船員顕彰会評議委員会（徳嶋）
2026/3/26 帆船日本丸記念財団　第2回評議委員会（徳嶋）
2026/3/28 全船協　2025年度第３回理事会（和泉橋区民館）
2026/4/5 大島商船高専入学式（広重）

2026/4/16 海技振興センター　HTW会議（徳嶋）
2026/4/25 全船協　2026年度第1回理事会（神保町区民館）
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賛助会員の方々にご支援とご協力をいただいております。 （一社）全日本船舶職員協会

株式会社オーシャンリンク 上野トランステック株式会社

日本栄船株式会社 協同商船株式会社

日本ガスライン株式会社 弓削商船高専同窓会

株式会社マリントランスシステム 広島商船高専校友会

大島商船高専同窓会 株式会社コトラシステム

名古屋メッキ工業株式会社 神戸マリーン工業株式会社

東海海運株式会社 栗林商船株式会社

かもめプロペラ株式会社 八馬汽船株式会社

株式会社商船三井内航 富山高専　北斗会事務局

大四マリン株式会社 戸田汽船株式会社

山友汽船株式会社 菅原汽船株式会社

株式会社Ｂ＆Ｓエンタープライズ ＮＳユナイテッド内航海運株式会社

太洋産業貿易株式会社 株式会社アイエスシー

日本フィールド＆マリンエンジニアリング株式会社 名阪船舶株式会社

玉井商船株式会社 正栄汽船株式会社

鳥羽商船高専同窓会 北星海運株式会社

旭運輸株式会社 摂予汽船株式会社

日本油化工業株式会社

有限会社ハマテクノサービス 兵機海運株式会社

賛助会員名簿　2026年3月現在

賛 助 会 員 名 簿

              2026 年 3 月現在
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2025 年 12 月 18 日～2026 年 4 月 17 日現在

2025 年度 正会員・準会員会費納入者芳名帳
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  表紙写真 「若潮丸」 富山高等専門学校     編 集 後 記   

本船主要目 全長：56.48m 全幅：10.60m 総トン数：389 トン

航海速力：12.50 ノット 航海日数：5 日 主機関：4 サイクルディーゼルエンジン（過給機付）

最大搭載人員 乗組員 9 名、教員 3 名、学生 48 名、計 60 名

竣工日：2026 年 3 月 13 日

  編 集 後 記   後

新年度を迎え、新しい環境での生活が始まった方も多い季節です。期待と同時に、不安や緊張を感じる場面も少

なくありません。最初から完璧を目指すのではなく、少しずつ慣れていく過程を大切にすることが、長く続ける

ためのポイントになりそうです。また、周囲の支えやちょっとした声かけが、大きな安心につながることもあり

ます。自分だけで抱え込まず、適度に頼ることも大切です。新しい一歩を踏み出すこの時期だからこそ、心と体

のバランスを意識したいものです。（にしやま_記）

全船協 会報 １53 号 夏季号       号          2026 年 5 月 発行

◇ 発行所 ： 一般社団法人 全日本船舶職員協会    ◇ 編集兼発行人 : 徳 嶋  明 宏

    本   部：〒101-0061 東京都千代田区神田三崎町三丁目 7 番 12 号 清話会ビル 2 階 B 室

            TEL 03-3230-2651      FAX 03-3230-2653

    E-mail：honbu@zensenkyo.com     URL：https://www.zensenkyo.com

神戸支部：〒６５０－００１５ 神戸市中央区多聞通二丁目１番１号 多聞プラムビル２階 山友汽船(株)内

             ＴＥＬ ０７８－９５８－６８１５   ＦＡＸ ０７８－３７１－５５２０

         E-mail：kobe@zensenkyo.com

全船協 会報 161 号 春季号

前号で航海中突然戦争に巻き込まれたら本船はどのように行

動するか？に付いて書きましたが、残念ながらそれ

が現実になってしまいました。2 月末 USA とイスラエルが

仕掛けた戦争が始まり、ホルムズ海峡が事実上封鎖さ

れ、4 月 8 日時点で 800 隻近い船舶がペルシャ湾内に

足止めされているようです。船員の数は約 2 万人と言われ

日本関係船は約 45 隻日本人船員も 10 数人止めおかれ

ています。原油を含む石油関連品輸入の９５％近くを

ホルムズ海峡通過船に依存する我が国は大騒ぎとなり、

人質状態の船員の安否も伴って大変な事となっています。

国際航海に従事する商船は、紛争当事国籍で無い

限り、どの海域でも自由に行き来できる筈で、

「航行の自由の原則」は船乗りの基本中の基本で

す。”Freedom of navigation” かっこいい言葉だ

なと、学生時代英語が得意でなかった筆者でも

覚えています。（あっ、すみません、話が逸れまし

た）

ペルシャ湾は元来沖待ちが多い海域です。

筆者も 60 日以上の沖待ちを経験したことがあり

ます。その時は単なる船込みでしたが、今の

状況はミサイル、ドローンが上空を飛び交い、

周りを軍艦が行き来する状況での待ち状態です。

世界はこの戦争を一刻も早く解決に導かねばなり

ません。国連等外交だけに任せず、宗教界、

金融・保険・その他全産業・全世界で何かできな

いでしょうか？

船と人間の盾
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